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	報 告 者 氏 名
	高山　美代子

	大 会 名
	2011IODAアジア選手権

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	2011年7月22日～30日


	開催地域の

様子
	現地シンガポールは乾季だったため、スコールが影響したレースは無かったようです。治安が良いため、会場では荷物番の必要は無く、紛失や盗難はありませんでした。
エアコンが効きすぎで、移動バスでは長袖を着てました。ホテルの室内設定も１８度と低く、２９度に上げて寝てました。（窓無しの部屋だったので洗濯物を乾かすためにエアコンを使用）

	宿泊場所
	選手と同じホテルに宿泊できました。ホテルと会場間の無料バス（４台）が往復してましたが、サポーターのＩＤカードが無かったため、常に最終便まで待たされました。
タクシー利用時には、会場、ホテルとも認知度が低く、住所や地図を見せても乗車拒否されることが多くありました。

	大会のサポーターへの対応は
	数名の日本語が話せるスタッフが親切丁寧に対応してくれました。
「ＪＡＰＡＮ」の服は必須でした。

	選手たちの

 コンディションは？
	毎晩交流と称しホテル内で深夜まで遊んでましたので寝不足だったと思います。

	サポーターとして気をつけたことは？


	選手からの水分要求が無いので、ミネラルウォーターやスポーツドリンク摂取の声掛けや、帰着時のおやつ類の用意をしてました。甘い物だけでなく、後半は「おせんべい」が人気でした。
選手と同席できた朝食時は、食事できているか確認しました。
同じメニュー続きでも、食べてました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	

	日本の選手を見て感じたことは？
	海外選手と馴染めず男子７人で固まっていることが多かったですが、後半は特定の数人と交流があったようです。

	Spare dayの過ごし方は？
	選手１０人全員での行動は大変な面もありましたが、コーチ陣がいろいろと考えてくださり、両替、地下鉄での移動、きっぷ購入、昼食含む自由行動、など、外国でドキドキ体験ができたと思います。（治安が良かったため）

	日本チームとして

の課題
	

	ＪＯＤＡへの要望
	会場内でトラッキング画面がプロジェクターに投影されていたので陸上待機も楽しめました。
ＪＯＤＡの大会でもトラッキングがあると盛り上がると思います。

	その他

　
	日本の漢字ハチマキが人気でした。
ＪＡＰＡＮのライジャケをニュージーランド選手が欲しがってました。

今回体調が悪くなった選手は保護者同行していたため、親の判断で治療を受けましたが、現地で医療機関の診療を受ける際、投薬や治療の同意をどこまでサポーターが判断していいのか悩ましいと感じました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

